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藤沢市消防団は、市内に1団本部・31個分団からなる組織として各地域に配置され、

定数 504人で構成されている非常勤特別職の地方公務員です。

生業のかたわら、ひとたび災害指令を受信した場合には、それぞれの分団器具置場

に集結し、装備を整え消防車で出動します。また、防災訓練などに参加して火災予防啓

発を行い、平常時から地域の安全。安心を守る活動をしています。近年では、女性消防団

員や学生消防団員も地域貢献活動の一環として入団しています。
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火災や饉本書鶯悔臨こ使用する一般鑽な資機総1譲も敵より、大規模災書‡通濾え救鍮資機材を

全3爾圏分圏‡こ醜蠅しています。実災書時‡還遇遮'蜆確な数鍮港動を行わ驚轟‡こ、鸞絶らの資機

輔警馬膵使した警|1織を意爾的|こ 4意つてしkます。
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消防団の災害対応能力向上に寄与する救助資機材

第1分面て江の島地区)分団長|‐二見‐将幸(商店経営)

消防団は、家業を継ぐにあたつて、周囲の方々からの勧めもあり、

地元に貢献するために入団しました。

私が所属している第1分団は、江の島という地域の特性上、各団員

の防災に対する意識が非常に高く、強いチームワークをもって住民

の安全・安心を守るために活動しています。

消防団は、市民の安全 安心を守る地域防災の中核的役害」を担う

無くてはならない組織だと思います。

生まれ育つた藤沢市が大好きで、何か貢献したいと考えていたと

ころ、友人の家族が消防団員であつた話を思い出して興味がわき、お

世話になった地元の方々へ積極的に防災に寄与できると感じ入団を

決意しました。

平時はおもに月2回の定期器具点検をはじめ、訓練・歳末火災警戒、

自治会などで火を取り扱うイベントの警備を行つています。

また、火災や台風などによる災害に対し、藤沢駅周辺の市街地を含

む地域住民の安全のため出動・警戒を行つております。
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分団消防車 (小型動カポンプ付積載車)
消防団員が火災・風水害・警戒などで出動する際に活用する車両です。さまざまな災害に対応する資機材を積載でき、

機動性に優れ、狭い道路にも進入できます。車両が通れない場所では、持ち運びが可能松小型動カポンプを車両から降ろ

し、防火水槽。消火栓。河川などを水源として放水や中継送水による消火活動が可能です。

―
スートライカ■.(華帯用コンクリ■卜破壊器具)|
狭い場所な|どき救訪あた|めの破壊活動を行わな|チれ1まならない

場合などに アヽ人で操作|することができる手動1式破壊器具で1':先

端の鋼鉄製の工員を状況に応じて素早く交換|でき:コンク|'■ 卜・

レンガブ●ラタの壁・板金属―を打ち砕く他、かんぬ書:壺前。上め金

具の碑壌t自動車のドアや防火扉のこじ開|すなど広い●途で救助・
破壊活動に活用|できます:       ‐ ||||‐ |・

第 10分団 (辻堂地区)団員 JII延 和美 (障がい者福祉施設支援員)
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町内が一緒の分団長に入団を勧められ、何もわからない消防団活

動は不安でしたが、期待の言葉に背中を押され入団を決意しました。

団員として女性でもできることを見極め、災害IE2場では周囲の安

全IIC保などに努めたり、防災キャンペーンなどの啓蒙活動では、皆

さんが防災に興味を持っていただけるよう矢]恵を絞つて活動して

います。男性が多い消防団ですが、女性でも活動できることがある

と分かりました。私たちと一緒に活動してくれる女性消防団員が増

えてくれると嬉しいです。

第2三分由(長後地置)分由長 福島直彦(農桑)
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｀ヽ   長年、自営業を営んでおり先祖代々消防団に入つていたので、自分
:T■≒も入団しました。

濾凸菫蓋て糞亘E寝奪遣員曇贅房楚』脈抱品竃承冤蟄毛角児幾纂義厭冠象に拠
器具操作の手順を習得する副練などを行つています。

消防団に入つて仲間を作り、地域貢献のために一緒に頑張りま

しょう
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や珈盪轟観冤些埋肥鮮r癬
個人事業主。会社員はもとより、学生や主婦の方々男女問わず心身共に健康で、地域貢献活動に興味がある方の入団をお待ちしております。

消防団は地域に根差した消防組織であり、災害発生時はもちろん、地域の防災訓練などで火災予防啓発等も実施しています。

それぞれライフスタイルがある中、自分たちが防災・減災に向けてできることを仲間と助け合いながら活動してみませんか?

はもの命獲守り、地域のイ中間を守撃ましよう [

》_入口草格1処遇 ______― 一 ―一一一
18歳以上で市内に在住、在勤又は在学している方 ※1
(隣接市町に在住で活動に支障がないと消防団長が認める方も可)

※1藤沢市消防団に関する条例 本則第 2条に基づきます。

消防団員は地方公務員の非常勤特別職という身分で、報Dllと し

て基本報pll、出動報酬が支払われます。また、5年以上在団し、退団

した場合は退職報償金が支払われます。

消防団活動時の怪我松どに関しては公務災害として補償されて

います。

【藤沢市消防団報酬額 】(令和3年度改定)

基本報酬 年額報酬 36,500(一般団員 )

出動報酬
災害対応 1,700/¬ 時間

1,400/¬ 時間訓練等
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お問い合わせ先

藤沢市消防局 警防課 鞘防団担当)
藤沢市朝日町1番地の 1(藤沢市防災センター内)

20466-50-3577 FAX0466-22-8184

消防団入団時における辞令交付

饂́_0●毬コ 内容_́____― ― 一―― ―
● 災害活動    火災や地震・風水害などが発生した際、藤沢市

消防局と連携して迅速な防御活動を行います。

● 防災啓発活動 地域の防災訓練指導をはじめ、火災予防運動・

歳末火災特別警戒などで広報・警戒活動を行い

ます。

災害活動で基本となる知識と、技術の習得及び

災害対応力を高めるための訓練を定期的に行

います。

● 教育・副‖練

イベント会場での消防団 PRコーナー

4月 新入団員・新任分団長研修

5月
機関員研修

水防対策訓練

6月 風水害活動訓練

7月
藤沢市消防団消防操法大会

神奈川県消防団消防操法大会 (隔年 )

8月 消防団家族ふれあいレクリエーション

9月
総合防災訓練

風水害対応訓練

10月 署所合同訓練

11月
秋季火災予防運動

実災害想定訓練

12月 歳末火災特別警戒

1月
消防出初式

文化財防火デーに伴う消防訓練

2月 救助資機材取扱訓練

3月
春季火災予防運動

表彰伝達式

この他、月2回の定例資機材点検や、操法訓練・地区防災訓練など

を実施・参加しています。

藤沢市消防団

自然災害対応訓練
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